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ファミリーリゾート休養施設

六呂師高原

勉□y温泉 うらら館

　　　　　　　　　　　　　　　

………yT？四畔廼“alllね謳ゾ＝………，

‘

2oB・司審階4政

ご¬

づ；゛

－
＝
＝
…
＝
．
や

I
‥
離
n
I
一
な
ど

通
年
型
観
光
の
H
？
忌
施
設
に

　

家
族
で
多
様
な
余
暇
活
動
を
行
い
、
快
適
な
リ
ソ

ー
ト
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、
市
が
建
設
を

進
め
て
き
た
大
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
休
養
施

設
「
う
ら
ら
館
」
が
、
今
月
二
十
日
に
落
成
・
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

鉱
石
利
用
の
温
泉
と
サ
ウ
ナ

　

休
養
施
設
は
六
呂
師
ハ
イ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
の
西
側
に
建
設
さ
れ
、

六
呂
師
高
原
一
帯
の
総
合
案
内
や

休
養
・
温
浴
設
備
を
兼
ね
備
え
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
八
角
形
の
温
浴
棟
と

休
養
棟
か
ら
な
り
、
木
造
風
鉄
骨

造
り
一
部
二
階
建
て
で
、
延
べ
面

積
は
八
百
六
十
八
平
方
い
で
す
。

　

温
浴
棟
は
平
屋
建
て
で
、
血
行

を
良
く
す
る
効
果
を
持
つ
と
い
わ

れ
て
い
る
天
然
の
ト
ロ
ン
鉱
石
を

利
用
し
た
ト
ロ
ン
温
泉
、
同
じ
ト

ロ
ン
鉱
石
を
利
川
し
た
ト
ロ
ン
サ

ウ
ナ
、
歴
外
に
は
露
天
風
M
が
あ

り
ま
す
。

　

ト
ロ
ン
温
泉
は
、
ド
浴
と
浴
槽

の
側
面
か
ら
強
い
勢
い
で
温
水
が

吹
き
出
す
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
、
底
か

ら
ミ
ク
ロ
の
気
泡
が
出
て
く
る
パ

イ
プ
ラ
パ
ス
が
あ
り
、
若
い
女
性

か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
、
高
原
の

ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
し
た
お
湯
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ト
ロ
ン
サ
ウ
ナ
は
、
室
温
が
セ

氏
五
上
度
と
低
い
た
め
、
通
常
の

サ
ウ
ナ
と
違
っ
て
体
に
負
担
を
か

け
ず
、
ご
く
白
‥
然
に
？
く
発
汗
で

き
、
だ
れ
に
で
も
安
心
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　

露
天
風
呂
は
、
ハ
ー
プ
類
を
主

体
と
し
た
四
季
の
草
花
が
楽
し
め

る
欧
風
ガ
ー
デ
ン
づ
く
り
で
、
草

原
の
開
放
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

新
鮮
な
ミ
ル
ク

な
ど
販
売

　

休
養
棟
は
二
階

建
て
で
、
一
階
に

は
事
務
室
や
総
〈
［

案
内
コ
ー
ナ
ー
、

牛
乳
関
連
の
商
品

を
扱
う
ミ
ル
ク
ラ

ウ
ン
ジ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ミ
ル
ク

ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、

六
日
y
‥
‥
師
高
原
の
新

鮮
な
牛
乳
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
な
ど

忍貝堕凶！懇！iGきる研修室体資ほ優際匯温のトロと雙1，：2i



1階平面図2階平面図

地
域
の
活
性
化
に
期
待

南
六
呂
師
青
年
会

　

稲
津
正
康
さ
ん
（
2
5
歳
）

　

冬
季
の
ス

キ
ー
を
中
心

と
し
た
六
呂

師
高
原
の
魅

力
も
、
こ
の

施
設
の
完
成

に
よ
っ
て
年
間
を
通
し
た
も
の

に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

六
呂
師
高
原
の
イ
メ
ー
ジ
も

今
ま
で
と
変
わ
る
と
思
い
ま

す
。
高
級
感
あ
ふ
れ
る
リ
ゾ
ー

ト
施
設
や
自
然
を
楽
し
む
た
め

に
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
て
来
て
、
市
全
体
が
ま

す
ま
す
活
気
づ
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

家
族
そ
ろ
つ
て

　
　
　

楽
し
み
た
い

山
本
高
子
さ
ん
（
高
砂
町
）

　

市
内
に
こ

の
よ
う
な
施

設
が
出
来
る

こ
と
を
待
ち

望
ん
で
い
ま

し
た
。

　

今
ま
で
は
、
近
所
の
人
た
ち

と
よ
く
市
外
の
温
泉
施
設
に
出

掛
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
家
族
そ
ろ
つ
て
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

牧
歌
気
分
を
満
喫

　

ミ
ル
ク
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
テ
ラ
ス

に
出
る
と
六
呂
師
高
原
が
一
望
で

き
、
高
原
の
牧
歌
的
な
リ
ゾ
ー
ト

気
分
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

休
養
棟
の
二
階
に
は
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
三
十
五
畳
の
休
憩
室
と

多
目
的
に
利
用
で
き
る
洋
室
の
研

修
室
が
あ
り
ま
す
。

　

高
原
に
は
ス
キ
ー
場
を
は
じ

め
、
円
山
公
園
や
ミ
ニ
動
物
園
、

自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
フ
イ

ツ
シ
ユ
ラ
ン
ド
な
ど
が
あ
り
、
休

養
施
設
は
今
後
、
通
年
型
観
光
の

拠
点
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
施
設
の
利
用

　

施
設
の
開
館
時
間
や
利
用
料
金

は
下
の
表
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、
入
浴
者
は
自
由
に
休
憩

室
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
在
地
南
六
呂
師
1
6
9
－
I

休
館
日
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日

　

が
国
民
の
祝
日
に
規
定
す
る
休

　

日
に
当
た
る
と
き
は
、
翌
日
）

　

た
だ
し
’
o
g
月
1
5
日
～
翌
年
2

　

月
2
8
日
と
7
月
2
0
日
～
8
月
3
1

　

日
は
毎
日
開
館

問
い
合
わ
せ
先
う
ら
ら
館
（
豊

　

6
7
・
7
0
0
7
）
ま
た
は
、
六

　

呂
師
ハ
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
a

　

6
7
●
1
3
0
1
）

うらら館の利用案内

施設区分 施設内容 開館時間 利用料金

温浴棟

トロン温泉

トロンサウナ

露天風呂

午前10時～午後9時（日～木曜日）

午前10時～午後10時　　
（金・土曜日、国民の祝日の前日）

大人（中学生以上）1回600円

子供（4歳以上）1回400円

身体障害者手帳等所侍者1回300円

休養棟

1
階
ミルクラウンジ午前8時30分～午後6時

総合案内 午前8時30分～午後9時（口～木曜日）

午前8時30分～午後10時　　
（金・土曜日、国民の祝日の前日）

2
階

研修室 1時間につき昼間I，000円夜間1．200円

休憩室 無料（入浴者のみ）

訂
正
の
お
知
ら
せ

　

当
紙
m
一
月
号
3
ペ
ー
ジ
の
表
で
、

公
共
下
水
道
事
業
の
全
体
計
画
の

事
業
費
は
、
2
5
、
3
3
2
百
万

円
の
誤
り
で
し
た
。



公表します

始眺山才公Q雌滋j栓註ぢツ

　

市職員などの給与は、地方自治法および地方公務員法の規定に基づき、市の条例で定められて

います。平成9年度に支給された市長など市三役・市議会議員・市職員の給料（報酬）や手当、

職員数などの状況を公表します。皆さんの目でお確かめください。

●人件費の状況
（平成9年度普通会計決算）

住民基本台帳人口　　

（H10．3．31）
歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B／A） 平成8年度人件費率

40，627人 155億9，152万6千円 31億2，810万円 20．1％ 21．0％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

●職員給与費の内訳

（平成10年度普通会計予算）

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

　

主な手当としては、特殊勤務手当、通勤手当、

　

時間外勤務手当などがあります。

※期末勤勉手当とは、民間の夏期・冬期に支給さ

　

れるボーナスに相当するものです。

●特別職の報酬等の状況
（平成10年4月1日現在）

区分 給料月額 期末手当（9年度支給割合）

市長

助役

収入役

93万7，000円

76万4，000円

66万2，000円

6月期1．6ヵ月

12月期1．9ヵ月

3月期0．55ヵ月　

計4．05ヵ月

区分 報酬月額

議長

副議長

議員

44万8，000円

37万7，000円

35万7，000円

●定員の状況（各年4J11日現在）

区分
職員数 類似団体との比較

H8年 H9年 H10年 H9年 増減

一般行政 252 252 252 285 △33

特別行政　
（教育） 95 93 93 83 10

公営企業等　
会計 13 19 20

合計 360 364 365

※臨時・嘱託を除いた職員数です。類似団体の公営企業等会計

　

部門の職員数は公表されていません。



公表・市職員などの給与

●職員の平均給料月額と平均年齢
（W－J＾・1∩生∠1日li：：II目力j

※上段の数字は一般行政職、下段は技能労務職

　

を示します。

●主な職員手当の状況

（1）期末・勤勉手当（平成9年度）

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月期 1．6ヵ月 0．6ヵ月 2．2ヵ月

12月期 1．9ヵ月 0．6ヵ月 2．5ヵ月

3月期 0．55ヵ月 － 0．55ヵ月

計 4．05ヵ月 1．2ヵ月 5．25ヵ月

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置

　

があります。

（2）退職手当（平成9年度）

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21ヵ月 28．875ヵ月

勤続25年 33．75ヵ月 44．55ヵ月

勤続35年 47．5ヵ月 62．7ヵ月

最高支給限度額 60ヵ月 62．7ヵ月

1人当たり平均支給額 2，813万1，000円

※1人当たり平均支給額は、9年度に退職した

　

全職種の職員に支給された平均額です。

●一般行政職職員の経験年数別・学歴別

　

平均給料月額（平成10年4月1日現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

　

している場合の勤務年数をいいます。

●一般行政職の級別職員数

（平成10年4月1日現在）

（3）9年度の特殊勤務手当支給状況O内は8年度

職員全体に占める手当支給職員の割合 　39．75φ（39．0％）

支給対象職員1人当たりの平均支給年額 　7万9，178円（7万6，107円）

手当の種類 　23種類（23種類）

嘔多くの職員に支給されている主な手当

　

①自動車運転業務手当②保育業務手当③清掃業務手当

　

④税務事務手当⑤公民館業務手当

（4）9年度の時間外勤務手当の支給状況O内は8年度

支給総額 　7．638万3，000円（7．769万2，000円）

職員1人当たりの平均支給年額 　24万4，000円（24万6，000円）



9月定例

市議会

陽
明
中
学
校
大
規
模
改
造
や
道
路
の
整
備
な
ど

』
個
会
1
犯
フ
億
丿
安
回
回
万
狛
余
句
追
加

9月補正一般会計の主な事業

◆総務費

　　

●市税還付金…………………………………2，000千円

◆民生費

　　

・保育所管理運営経費（公立保育所の臨時保母の増員）

　　

………………………………………………5，150千円

　　

・重度身体障害者（児）住宅改造事業補助

　　

………………………………………………4，000千円

◆衛生費

　　

・水道事業会計繰出金………………………6，533千円

◆労働費

　　

・サン・スポーツランド管理運営経費

　　　　　

（テニスコート整備）………………4，483千円

◆農林水産業費

　

・県営土地改良事業負担金………………62，480千円

　

・流域森林総合整備事業（市有林の除間伐など）

　　

……………………………………………14，920千円

　

・県単水難防止対策事業（ガードレールの設置）

　　

………………………………………………3，500千円

◆商工費

　

・中小企業振興事業補助……………………2，158千円

◆土木費

　

・道路整備事業（単独）…………………65，000千円

　

・県営事業負担金…………………………61，835千円

　

・河川改良工事（単独）…………………37，500千円

　

・舗装補修工事……………………………20，000千円

◆消防費

　

・大野地区消防組合負担金…………………2，323千円

◆教育費

　

・陽明中学校大規模改造事業…………277，570千円

　

・天然記念物整備活用事業（本願清水イトヨ生息地の整備）

　　

……………………………………………75，723千円

人権擁護委員に

　　　

堂束昭子さん

　

9月定例市議会で、欠員に伴

う人権擁護委員の推薦が行われ

ました。

　

新しく推薦されたのは、次の

方です。

堂東昭子

　　

（64歳・中野）

　　　　　　　　

敬称略

　

第
二
百
九
上
七
回
九
月
定
例
市

議
会
が
、
九
月
九
日
か
ら
二
上
四

日
ま
で
開
か
れ
、
「
一
般
会
計
補

正
予
算
案
」
「
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
」
な
ど

上
六
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
審
議
と
な
る
九
年
度
の
決
算

認
定
二
議
案
を
除
く
上
四
議
案

が
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
七
億
千
二
百
二
上
一

万
五
千
円
か
追
加
さ
れ
、
予
算
総

額
は
百
六
上
九
億
千
八
百
六
万
四

千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
と
比
べ

て
二
万
一
％
の
増
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
陽
明
中
学
校
の

大
規
模
改
造
工
事
や
、
本
願
清
水

イ
ト
ヨ
生
息
地
の
整
備
事
業
な
ど

で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
右
表
の

と
お
り
で
す
。

揖
害
相
漢
乙

豪
雨
・
台
風
で
約
1
8
億
円
の
被
害

j］胎al侭濠恥捌咽見流刻9辻擢

　

八
月
六
・
七
日
と
十
四
日
に
、

本
県
は
嶺
北
地
方
を
中
心
に
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
当
市
で
は
、

六
・
七
日
に
は
六
呂
師
や
阪
谷
、

五
箇
地
区
を
中
心
に
、
十
四
日
に

は
下
庄
や
乾
側
地
区
を
中
心
に
、

土
砂
崩
れ
や
道
路
の
寸
断
、
水
田

へ
の
冠
水
・
土
砂
流
人
な
ど
の
被

害
が
出
ま
し
た
。

　

二
回
の
豪
雨
に
よ
る
当
市
の
被

害
推
定
額
は
、
十
六
億
八
千
二
十

五
万
円
に
上
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
引
き
続
い
て
九
月
二

十
二
日
に
は
、
本
県
を
台
風
7
号

が
直
撃
し
、
当
市
に
も
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
台
風
が

本
県
を
直
撃
し
大
き
な
被
害
が
出

だ
の
は
、
平
成
二
年
九
月
の
台
風

1
9
号
以
来
で
す
。

　

当
市
に
お
け
る
台
風
7
号
の
最

大
瞬
間
風
速
は
三
二
・
二
回
、
最

大
時
間
雨
量
は
雲
川
で
四
九
レ
を

記
録
し
ま
し
た
。

　

台
風
の
激
し
い
風
雨
に
よ
り
、

市
内
で
は
、
千
四
十
戸
が
停
電
し

た
ほ
か
、
樹
木
が
倒
れ
た
り
民
家

や
工
場
の
屋
根
の
損
壊
、
床
下
浸

水
な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
ま

た
公
共
施
設
で
は
、
市
庁
舎
の
外

壁
や
小
中
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
が
破

損
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

台
風
7
号
に
よ
る
被
害
推
定
額

は
、
一
億
千
五
百
四
十
四
万
円
余

り
で
す
。

　治政咄咄
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家族や仲間で気軽にスポーツ政勝

轜自膀禧鎌略をG

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
日
、

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
や
真
名
川
憩
い

の
島
な
ど
市
内
の
八
会
場
で
第
三

回
市
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
工

ス
キ
ー
テ
ニ
ス
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
シ
ョ

ー
ト
テ
ニ
ス
な
ど
と
、
健
康
ウ
オ

ー
ク
や
民
踊
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

が
行
わ
れ
、
参
加
者
約
八
百
七
十

人
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

今
回
か
ら
加
わ
っ
た
「
健
康
ウ

ォ
ー
ク
」
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
約
百
六
十
人
が
参
加
。

市
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
上
荒
井
ま

で
の
往
復
六
・
七
プ
コ
ー
ス
と
、

下
黒
谷
ま
で
の
往
復
九
・
三
ゾ
コ

ー
ス
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
秋
の
空
気

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
レ
ク
祭
に
先
駆
け
て
、
教

室
が
開
催
さ
れ
た
「
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
」
で
は
、
教
室
の
受
講
生
た
ち

が
活
躍
。
初
め
て
参
加
す
る
人
た

ち
に
、
こ
の
競
技
の
面
白
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
ボ
ー
ル
の
扱

い
方
や
ル
ー
ル
を
丁
寧
に
説
明
し

て
い
ま
し
た
。
時
々
笑
い
声
が
聞

こ
え
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
こ

の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
「
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

●
選
手
に
暖
か
い
声
援
を
！

　

十
一
月
、
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

を
ス
タ
ー
ト
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と

す
る
駅
伝
競
走
や
、
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
会
場
と
す
る
奥
越
マ
ラ
ソ

ン
大
野
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
選
手
に
暖
か
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
郡
市
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　

日
時
H
月
3
日
囚
午
前
9
時

★
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　

日
時
H
月
3
日
⑤
午
後
1
時

　
　

1
0
分
～

★
第
3
5
回
奥
越
駅
伝
競
走
大
会

　

日
時
H
月
1
5
日
⑧
午
前
1
0
時

　
　

3
0
分
～

★
奥
越
マ
ラ
ソ
ン
大
野
大
会

　

日
時
H
月
2
9
日
⑧
午
前
1
0
時

　
　

3
0
分
～

四諦4

a31m

施設

スポット

加 大野市農村婦人の家

　

大
野
市
農
村
婦
人
の
家
は
、
小

山
公
民
館
に
併
設
さ
れ
、
農
業
の

振
興
と
農
村
婦
人
の
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
て
で
、
一
階
に
小
会
議
室
が

二
つ
と
農
産
加
工
室
、
二
階
に
中

会
議
室
が
あ
り
ま
す
。
公
民
館
と

併
設
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
各

種
団
体
の
会
合
や
自
主
学

習
グ
ル
ー
プ
の
活
動
場
所

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
施
設
に
は
、
毛
布

洗
濯
機
と
味
噌
加
工
施
設

が
備
わ
っ
て
い
て
、
小
山

地
区
の
住
民
だ
け
で
な
く

多
く
の
人
た
ち
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

毛
布
洗
濯
機
は
全
自
動

で
脱
水
ま
で
行
い
ま
す
。

初
め
て
の
人
で
も
簡
単
に

操
作
で
き
ま
す
。
晴
れ
た

日
に
、
毛
布
を
洗
っ
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
味
噌
加
工
施
設
を
使
え

ば
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
味

噌
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
三

日
間
と
少
し
手
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
三
人
ぐ
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
で

ぜ
ひ
一
度
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
毛
布
洗
い
も
味
噌
作

り
も
予
約
が
必
要
で
す
。
休
館
日

を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間

に
、
前
も
っ
て
問
い
合
わ
せ
を
し

て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　

後
5
時
1
5
分

休
館
日
祝
日
、
年
末
年
始

使
用
料
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
大
野
市
農
村
婦

　

人
の
家
・
小
山
公
民
館
（
豊
6
6

　

・
2
4
6
8
）
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秘方

結核

ま
だ
ま
だ
多
い
発
病

予
防
は
ま
ず
規
則
正
し
い
生
活
か
ら

　

結
核
は
、
過
去
の
病
気
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
よ
う

で
す
が
、
現
在
で
も
決
し
て
少
な
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
世
界
で
は
毎
年
、
新
た
に
約
八
百
万
人
の
患
者
が
発

生
し
、
約
三
百
万
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
、

毎
年
新
た
に
約
四
万
二
千
人
が
発
病
、
約
三
千
人
が
死
亡

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

か
ぜ
と
よ
く
似
た
症
状

　

結
核
を
発
病
し
た
と
き
の
初
期

に
は
、
せ
き
や
た
ん
、
発
熱
（
三

七
～
三
七
・
五
度
の
微
熱
）
が
続

く
な
ど
か
ぜ
と
同
じ
よ
う
な
症
状

が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
よ

く
か
ぜ
と
間
違
え
た
り
、
た
ば
こ

を
吸
う
人
で
は
「
た
ば
こ
の
吸
い

過
ぎ
で
は
」
と
軽
視
し
が
ち
で
す
。

二
週
間
以
上
こ
の
よ
う
な
症
状
が

続
く
と
き
に
は
、
必
ず
医
療
機
関

で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

症
状
が
進
む
と
、
「
た
ん
に
血

が
混
じ
る
」
「
胸
が
痛
い
」
「
体

重
が
減
る
」
な
ど
の
症
状
も
現
れ

ま
す
。

せ
き
で
感
染

　

免
疫
カ
低
下
で
発
病

　

感
染
は
、
結
核
に
か
か
っ
て
い

る
人
が
せ
き
を
し
た
と
き
に
、
結

核
菌
を
含
ん
だ
せ
き
の
し
ぶ
き

（
飛
沫
）
が
飛
び
散
り
、
そ
れ
を

結
核
に
か
か
っ
て
い
な
い
人
が
吸

い
込
む
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
（
飛

沫
感
染
）
。
体
に
入
っ
た
結
核
菌

は
肺
の
中
で
増
殖
を
始
め
ま
す
が
、

健
康
な
人
は
体
の
免
疫
の
働
き
に

よ
っ
て
発
病
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
菌
が
死
滅
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
肺
の
中
で
冬
眠

状
態
に
入
り
、
三
十
年
で
も
四
十

年
で
も
増
殖
の
機
会
を
待
ち
、
何

ら
か
の
原
因
で
免
疫
力
が
低
下
す

る
と
増
殖
し
始
め
、
発
病
に
い
た

り
ま
す
（
成
人
型
結
核
）
。

　

一
方
、
最
初
に
感
染
し
た
と
き

に
免
疫
力
が
不
十
分
な
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
菌
の
増
殖
が
進
み
発
病

し
ま
す
（
初
感
染
発
病
）
。

　

未
感
染
者
へ
の
感
染
源
と
な
る

の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
成
人
型
結
核

の
場
合
で
す
。

最
近
の
特
徴

　

最
近
の
日
本
に
お
け
る
結
核
の

特
徴
は
、

・
高
齢
者
に
発
病
が
多
い

・
重
症
で
発
病
す
る
人
が
増
え
て

　

い
る

・
発
病
の
年
次
比
較
で
は
、
若
い

　

世
代
で
減
り
方
が
鈍
っ
て
い
る

・
集
団
で
の
感
染
や
発
病
が
増
え

　

て
い
る

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

結
核
に
対
す
る
「
警
戒
心
」
を

忘
れ
ず
、
規
則
正
し
い
生
活
（
食

生
活
・
睡
眠
・
運
動
な
ど
）
を
心

掛
け
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
に

気
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

最近の結核病の患者（登録）数

（単位：人）

年 大野市 福井県

平成5 66 1．303

6 61 1．344

7 47 1．193

8 44 867

9 44 664

ちよつと気になる栄養の話

　

みそは畑の肉と呼ばれる大豆が主原料で、

大豆の優れた栄養素（良質のタンパク質）が

非常に消化吸収されやすい形になった食品で

す。最近では科学的研究が進んで、みそは栄

養に富み、老化や生活習慣病の予防、脳の活

性化などの効果があるといわれています。

　

みそといえば塩分が気になるところです。

みそ汁にすると、お椀1杯に約1．3～2？の

塩分が含まれています。みそ汁の具にはいろ

　　　　　　　　　

●●いろな食材が使す）れ、目’よ．J余分

な塩分をイj外‘こ妁丿ゝゝ轟j

　　　　　

f－ヤガ芋や里卒と銘布ワ

　　　　　　　　　　　　　

鉱

カメなど海｀。。｀司鴫§賜

　　　　　　　　　　　

ヽ・（xjコ。11－＊躍します。、‥・゛、、。。’

　　　　　　　　　

（フ。、。

　

健康を維持｀、。’。召40？

以下が目標とな廟S絆纏‘のみそ汁

を、1日1杯を限。’よう。

皆さんの健康づくりを後E＝甲しします・保健センター（酋65・7333）



暮
ら
し
の

　

ア
畔
お
守
「
ズ

物価について考えよう

価格に関心を持って賢い買物

　

私
た
ち
は
多
く
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
値
段
、
つ

ま
り
、
価
格
を
支
払
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
価
格
に
は

上
が
る
も
の
も
あ
れ
ば
下
が
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
物
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
価
格
を
総
合
し
た
も
の
が

「
物
価
」
と
い
う
概
念
で
す
。
今
月
は
、
物
価
に
つ
い
て

勉
強
し
て
み
ま
し
よ
う
。

基
準
無
」
と
し
た
指
数

　

物
価
の
動
き
を
知
る
た
め
に
は
、

卸
売
物
価
指
数
と
消
費
者
物
価
指

数
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
直
接
関
係
し
て
い
る
の
は
、

消
費
者
物
価
指
数
で
す
。

　

消
費
者
物
価
指
数
は
、
消
費
者

が
生
活
の
た
め
に
購
入
す
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
小
売
価
格
の
動
き

を
計
る
も
の
で
、
基
準
と
な
る
時

期
の
物
価
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の

価
格
が
総
合
的
に
ど
れ
だ
け
変
化

し
た
か
を
示
す
も
の
で
す
。
比
較

の
基
準
と
な
る
時
期
の
物
価
（
一

〇
〇
）
に
比
べ
て
平
均
何
％
上
昇

ま
た
は
落
下
し
て
い
る
か
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
料
が
高
い
当
県

　
　

ま
た
、
全
国
の
平
均
価
格
を
基

準
と
し
て
都
市
間
の
物
価
差
を
計

る
目
的
で
、
消
費
者
物
価
地
域
差

指
数
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
物

価
全
体
の
「
総
合
」
と
「
食
料
」

　

「
家
賃
を
除
い
た
総
合
」
に
つ
い

て
毎
年
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
井
は
総
合
が
こ
十
こ
位
（
北

陸
三
県
で
は
一
位
）
、
食
料
は
六

位
で
、
食
料
品
の
価
格
が
高
い
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

安
定
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

物
価
指
数
が
重
視
さ
れ
る
の
は
、

全
体
的
な
物
価
が
動
き
、
そ
れ
が

家
計
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

で
す
。
物
価
全
体
が
大
き
く
変
動

す
る
と
、
経
済
構
造
全
体
に
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
お
金
の
値
打
ち

が
大
き
く
変
化
し
、
私
た
ち
の
生

活
の
安
定
や
円
滑
な
経
済
活
動
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

は
、
消
費
者
一
人
ひ
と
り
が
も
っ

と
価
格
に
関
心
を
持
っ
て
、
今
ま

で
の
買
物
の
仕
方
を
見
直
し
て
み

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
賢
い
買
物

は
、
店
相
互
の
競
争
を
促
し
、
価

格
を
下
げ
る
力
に
も
な
り
ま
す
。

　

物
価
の
安
定
の
た
め
に
も
、
私

た
ち
消
費
者
は
、
ブ
ラ
ン
ド
品
志

向
に
走
っ
た
り
、
流
行
や
宣
伝
に

惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
過
剰
な
包
装
や
過
度
な

サ
ー
ビ
ス
が
物
価
を
高
く
し
て
い

る
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
環

境
や
資
源
に
優
し
い
製
品
を
選
ぶ

こ
と
が
大
切
で
す
。

消費者物価指数のつくり方

消費生活に関するご相談は消費者手職センターへa66・1111内線464（UJ



市民⑩

ペー汐

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
5
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　

次はどこに行こうかな
（遠足で訪れた市外の中学生）

｀づ｀ ズルスッハ

気
軽
に
楽
し
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
二
階
に

あ
る
小
ア
リ
ー
ナ
で
、
軽
快
な
リ

ズ
ム
が
流
れ
て
く
る
と
、
み
ん
な

が
一
斉
に
体
を
動
か
し
始
め
ま
し

た
。
汗
を
流
し
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
運
動
し
て
い
る
様
子
は
、
さ
わ

や
か
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　

ハ
ッ
ス
ル
ズ
は
、
平
成
九
年
四

月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
内

の
い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
よ
る
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
で
、
顔
見
知
り
に

な
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
　

「
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
開
催
さ

れ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
が
終
わ

る
と
き
、
み
ん
な
で
な
ん
と
か
自

主
活
動
が
で
き
な
い
か
話
し
合
っ

て
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し
た
。

だ
れ
で
も
簡
単
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
と
、
堅
苦
し
い
会
則
は
特
に

あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
だ
れ
で

も
気
楽
に
加
入
で
き
、
ま
た
や
め

る
こ
と
も
で
き
る
グ
ル
ー
プ
で
す
」

と
、
リ
ー
ダ
ー
の
中
村
さ
ん
。

　

活
動
日
に
は
、
毎
回
二
十
歳
か

ら
六
十
五
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
齢

層
か
ら
、
二
十
人
前
後
の
人
数
が

集
ま
り
ま
す
。
活
動
は
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
だ
け
で
な
く
、
毎
月
第
二

木
曜
日
に
は
、
ダ
ン
ベ
ル

体
操
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
由
参
加
の
親
睦

会
も
あ
り
、
練
習
後
に
食

事
会
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
　

「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
す

る
と
、
汗
を
流
し
た
後
の

そ
う
快
感
が
な
ん
と
も
言

え
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
の

解
消
や
健
康
に
も
良
い
で

す
。
今
は
女
性
だ
け
の
グ

ル
ー
プ
で
す
が
、
ぜ
ひ
男

性
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
の
基
礎
運
動
に
役
立
つ

も
の
で
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
し
て
、
男
性
に
も
十

分
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
」
と
、

さ
わ
や
か
な
中
村
さ
ん
で
し
た
。

　

ハ
ッ
ス
ル
ズ
は
、
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
で
毎
週
木
曜
日
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
は
、
市

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
豊
6
6
・
1
4

3
3
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
ニ
ッ
ポ
ン
み
そ
汁
風
土
記
』

　
　

「
日
本
人
は
白
飯
と
み
そ
汁
が

あ
れ
ば
食
事
が
で
き
る
」
「
実
家

で
の
み
そ
汁
は
格
別
お
い
し
い
、

お
ふ
く
ろ
の
味
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
み
そ
汁
は
日
本
人
の
食
事

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
本
に
は
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
百
六
十
八
の
、
ご
く
普
通

の
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
る
み
そ
汁

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
や
だ

し
は
何
を
使
っ
て
い
る
か
、
春
夏

秋
冬
の
具
は
何
か
、
そ
し
て
レ
シ

ピ
。
さ
ら
に
、
み
そ
汁
へ
の
思
い

と
イ
メ
ー
ジ

が
載
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

だ
し
は
、

本
か
つ
お
節

を
削
り
昆
布

と
シ
イ
タ
ケ

を
・
：
と
、
手

間
を
か
け
る

み
そ
汁
も
あ

れ
ば
、
市
販

の
だ
し
の
素
を
使
う
み
そ
汁
も
あ

り
、
具
は
海
の
幸
山
の
幸
か
ら
豚

足
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
同
じ
家

庭
が
な
い
の
と
同
様
、
み
そ
汁
も

全
く
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
本
の
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
「
我
が
家
の
み
そ
汁
に
自
信
が

あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
の

七
十
七
％
も
あ
り
、
「
全
く
自
信

が
な
い
」
と
答
え
た
人
は
、
ゼ
ロ

％
に
近
い
数
字
で
す
。
毎
日
の
よ

う
に
食
卓
に
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
そ
れ
ぞ
れ
の
味
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
「
我
が
家
が

一
番
」
と
思
え
る
み
そ
汁
は
、
や

は
り
す
ご
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
み
そ
汁
の
大
切
な
材
料
の

「
み
そ
」
に
つ
い
て
、
ル
ー
ツ
や

種
類
な
ど
、
「
た
め
に
な
る
み
そ

と
み
そ
汁
基
礎
講
座
」
も
載
っ
て

い
る
、
ま
る
ご
と
一
冊
「
み
そ
汁

の
本
」
で
す
。

　

福
井
県
か
ら
は
清
水
町
と
、
わ

が
大
野
市
の
み
そ
汁
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
［
ま
D
’
ま
0
0
0
］

　　

『ニッポンみそ汁風土記』

日本みそ汁研究会編エージー出版
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邑が鴫歌

優
良
勤
労
障
害
者
と
し
て
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

大
野
惣
市
さ
ん
（
五
十
三
歳
春
日
一
丁
目
）

　

大
野
さ
ん
は
耳
が
不
自
由
で
す

が
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）

年
か
ら
繊
維
関
係
の
事
業
所
に
勤

め
て
い
ま
す
。
勤
続
二
十
六
年
目

に
な
る
今
年
、
九
月
七
日
に
開
催

さ
れ
た
「
働
く
障
害
者
の
激
励
と

雇
用
促
進
大
会
」
で
、
平
成
十
年

度
優
良
勤
労
障
害
者
と
し
て
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
が
事
業
所
に
勤
め
始

め
た
こ
ろ
は
、
職
場
の
中
に
手
話

が
で
き
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

取
れ
ず
、
困
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
職
場
の
人
た
ち
と

仲
良
く
な
り
た
く
て
、
身
振
り
手

振
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
、
手
話
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
で
は
、

職
場
の
中
に
手
話
が
で
き
る
人
も

い
て
、
手
話
で
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
障
害
を

持
つ
仕
事
仲
間
も
増
え
、
楽
し
く

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
野
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
手
話
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
、
市
内
で
い
ろ
い
ろ
な
団
体

に
よ
り
開
催
さ
れ
る
手
話
教
室
に

協
力
し
て
い
ま
す
。
手
話
は
、
手

の
形
や
動
き
で
会
話
を
す
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
形
や
動
き
を
覚
え

る
だ
け
で
な
く
、
実
践
す
る
こ
と

が
一
番
早
い
上
達
方
法
で
す
。
大

野
さ
ん
は
、
同
じ
障
害
を
持
つ
仲

間
だ
ち
と
各
手
話
教
室
に
参
加
し
、

そ
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
協
力
に
よ
る
手
話
で
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
が
、
大
野
さ

ん
の
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

私屯ベr＼こ，そ

大
高
跡
地
か
ら
の
亀
山
登
り
□
整
備
に
つ
い
て

Q

　

大
野
高
校
の
跡
地

か
ら
、
亀
山
へ
登
る

と
き
に
通
る
登
り
口

の
斜
面
で
す
が
、
夏
は
花
壇
と
な

り
ま
す
。
今
年
は
シ
バ
ザ
ク
ラ
が

き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
冬

は
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の
ス
キ
ー

場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
学
校

が
終
わ
っ
た
後
や
土
曜
日
、
日
曜

日
な
ど
に
は
、
子
供
た
ち
の
楽
し

そ
う
な
歓
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
ま

た
、
有
終
西
小
学
校
で
も
、
こ
の

斜
面
を
ス
キ
ー
の
授
業
に
利
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
亀
山
登
り
口
の
斜

面
で
す
か
ら
、
暫
定
的
に
で
も
土

を
入
れ
、
な
だ
ら
か
な
斜
面
に
し

て
歩
き
や
す
く
、
冬
は
子
ど
も
た

ち
が
ス
キ
ー
を
楽
し
み
や
す
い
よ

う
に
し
て
は
ど
う
で
し
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

（
玄
覚
栄
一
・
本
町
）

A

　

亀
山
全
体
を
公
園

と
し
て
管
理
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
公
園

は
四
季
折
々
、
多
く
の
市
民
や
観

光
客
が
利
用
し
、
大
野
高
校
跡
地

を
含
め
た
亀
山
周
辺
は
、
大
野
ら

し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
と
し
て

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
亀
山
は
県
指
定
史

跡
「
越
前
大
野
城
跡
」
と
し
て
、

全
体
が
県
指
定
の
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
野
高
校
跡

地
に
つ
い
て
は
、
県
が
管
理
す
る

土
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
亀

山
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、
市

民
生
活
の
場
、
観
光
客
と
の
交
流

の
場
と
な
る
歴
史
・
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

大
野
高
校
の
跡
地
ま
で
斜
面
が
長

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今
の

と
こ
ろ
管
理
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
の
で
、
全
体
的
な
整
備
計
画

が
立
案
さ
れ
、
問
題
点
が
無
く
な

っ
た
段
階
で
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

亀
山
と
そ
の
周
辺
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約

し
、
有
効
的
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
都
市
計
画
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
介
護
保
険
を
知
る
講
演
会

　

平
成
十
二
年
か
ら
介
護
保
険
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の

仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ

い
て
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
H
月
2
9
日
⑧
午
後
2
時
～

場
所
大
野
公
民
館

講
師
金
沢
大
学
法
学
部
教
授

　

井
上
英
夫
さ
ん

参
加
費
3
0
0
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
先
に
ん
げ
ん
ク
ラ

　

ブ
大
野
代
表
・
上
田
輝
司
さ
ん

　
　

（
森
政
領
家
4
－
4
豊
6
5
。

　

1
7
9
1
）

●
糖
尿
病
食
の
ひ
と
工
夫

　

糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い
る
人

や
そ
の
家
族
の
人
を
対
象
に
糖
尿

病
食
の
実
習
を
行
い
ま
す
。

日
時
H
月
1
4
日
①
午
前
9
時
～

場
所
有
終
会
館

定
員
先
着
3
5
人

参
加
費
1
0
0
0
円

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　

筆
記
用
具

締
め
切
り
日
H
月
1
0
日
収

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
尾

　

崎
病
院
栄
養
管
理
室
内
・
清
水

　

さ
ん
（
容
6
6
・
3
0
6
7
）



これからも元気で長生きを

米寿迎えたお年寄り訪問

J心匝厠両眼

　

9月28・29日、今年米寿（88歳）

を迎える市内のお年寄りを祝う訪問

が行われました。市内で今年、米寿

を迎えるのは男性45人、女性73人の

計1工18人になります。28日には、

篠座の特別養護老人ホーム・聖和園

で米寿の6人一一人ひとりに記念品を

手渡し、長寿を祝いました。

贈る人の真心を込めて

ラッピングの基礎を学習

　

10月3日、市図書館でラッピング

基礎講座が開かれました。プレゼン

トは、いつもらってもうれしいもの。

それが丁寧にラッピングしてある

と、うれしさが倍増し、贈ってくれ

た人の真心を感じます。今回の講座

には、15人が参加。ティッシュ箱や

茶筒を利用して、包み方の基礎やり

ボンの結び方、飾り折りなどの応用

を学んでいました。

筑鵡a珍○（！クa9

親子で交流を深めよう

県特殊教育振興大会

galSin市i？lj7探訪

　

10月4日、「みんなで、この子ら

の輝きを」をテーマに県特殊教育振

興大会が、有終西小学校で開かれま

した。県内の特殊教育を受けている

児童、生徒とその保護者ら約450

人が参加。開会式が行われた後、午

前中は親子そろってのウォークラリ

ーで市内を探訪しました。午後の

「楽しいつどい」では、日ごろの思

いを話すなど互いの交流を深めまし

た。

，魅力的昌個性豊，がな，ま・ちにS涵匯受換1

－工．－－エ＝＿－I

a豹必既廻国

話猫回也場

寺院を生かしたまちづくり
全国フ市が集いサミット

　

10月13・14日、善導寺（錦町）を会場に「寺町サ

ミットJが開かれました。当市をはじめ市内に寺院

群がある金沢、岐阜など全国7市の市長らが集まり

意見を交換、最後に「まちの個性、特性を見いだし、

再認識したうえで、魅力的で個性豊かなまちづくり

に取り組む」との宣言を採択しました。サミットで

は討論に先立ち、「逆説の日本史」などの作者、井

沢元彦さんが「寺院群を生かしたまちづくり」をテ

ーマに基調講演を行いました。

秘書広報課広報広聴係豊66・1111



勅遇回底場
下水処理センター

　　　　　　　　

健康保養センター

事業完成を目指し安全祈願

　

市下水処理センターの起工式が9月30日、

市健康保養施設の起工式は10月6日、それぞ

れ南新在家の建設予定地で行われました。公

共下水道事業は総事業費が約253億円で、

2015（平成27）年に完成予定の一大事業

です。本年度から始まる第1期工事は、20

02（平成14）年に一部供用を開始する予定

です。健康保養施設は総事業費が約19億円

で、2000（平成12）年に完成予定です。

子どもからお年寄りまで市民が一年を通して

気軽に利用でき、健康づくりに役立つように

と、温水プールや温浴施設、レストランなど

が備えられます。それぞれの起工式には、市

や工事関係者、地元の関係者らが出席し、工

事の安全を祈願しました。

團両目回

　

“－ふ。ふ。－－～ミふ～＿ふJ｀

本格的な巫事に取・り掛かっだ現地

素朴な音色に酔いしれる

南米の民族楽器でコンサート

　

南米アンデスの民族楽器「サンポ

ーニャ」を主体としたコンサートが

10月6日夜、開成中学校の体育館で

開催されました。校区を問わず約3

00人の市民が参加。前半はゆっく

りとした曲、後半はテンポの早い曲

の構成。リズムに合わせ手拍子がわ

き起こるなど、参加者らは、素朴で

独特な響きを持つ音色に酔いしれて

いました。

c唄冷e＝i昌・伊＠p眼

身近な歴史と魅力を発見

まちなみウオッチング

同姓薇偶語

　

市街地の隠れた歴史や魅力を再発

見しようと9月26日、「まちなみウ

オッチング」が開催されました。ウ

オッチングには市民約20人が参加。

市文化財保護委員などを務める坂田

玉子さんが案内役となり、徒歩で寺

社や民家など24ヵ所を訪ねました。

参加した人たちは、だれでも知って

いる史跡や、ふだんあまり目に止め

ない建物などを新たな感覚で見て回

り、意外な魅力を再発見していまし

た。

さわやかな高原の秋満喫

「すすき祭り」開催

　

好天に恵まれた10月4日、六呂師

高原スキー場ですすき祭りが開催さ

れ、大勢の家族連れらでにぎわいま

した。ススキや木を使っておもちゃ

を作る「すすき工房」や秋の味覚を

味わう「すすき茶屋」も開かれ、訪

れた人たちはさわやかな高原の秋を

満喫。今回初めての「ハープ野立て」

では、六呂師でとれたミントの特製

ハーブティーが振る舞われました。

，凧脚咄咄哨Qi陶9卵y抑

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

11月

●
粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　
　
　

特
別
受
け
付
け

　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
日
に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
特
別
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
H
月
2
9
日
⑨
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時
3
0
分

対
象
物
自
転
車
、
電
化
製
品
、

　

家
具
な
ど
の
粗
大
ご
み
（
燃
や

　

せ
る
粗
大
ご
み
は
縦
8
0
竹
、
横

　

8
0
焚
程
度
に
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
農
機
具
類

　

な
ど
の
産
業
廃
棄
物

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・

　

6
1
2
0
）

●
建
物
の
取
り
壊
し
や

　

売
買
な
ど
は
届
け
を

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
I

日
に
所
有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋

。
償
却
資
産
に
つ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
増

築
・
売
買
・
贈
与
な
ど
を
し
て
未

登
記
の
場
合
は
、
必
ず
市
役
所
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
、
継
続
し

て
課
税
さ
れ
た
り
、
何
年
分
も
さ

か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
た
り
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役

　

所
税
務
課
資
産
税
係
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
2
5
）

・
選
挙
展
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
　

「
選
挙
制
度
に
関
す
る
パ
ネ
ル

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
期

間
の
二
日
目
に
は
、
先
着
で
粗
品

が
進
呈
さ
れ
ま
す
。

期
間
H
月
1
4
日
①
・
1
5
日
面

場
所
リ
ブ
レ
2
階

粗
品
進
呈
H
月
1
5
日
⑨
午
前
1
0

　

時
～
先
着
5
0
0
人

問
い
合
わ
せ
先
市
選
挙
管
理
委

　

員
会
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

3
6
1
）

●
フ
ラ
ワ
i

　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
、
ク

リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に
向
け
て
の

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
講
座
は
2
回

で
す
が
、
ど
ち
ら
か
I
回
だ
け
の

受
講
も
可
能
で
す
。

期
間
1
2
月
1
2
日
①
（
ク
リ
ス
マ

　

ス
用
）
・
2
2
日
収
（
正
月
用
）

　

両
日
と
も
午
後
7
時
～
9
時

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員
先
着
1
5
人

受
講
料
I
回
3
5
0
0
円

準
備
物
花
ば
さ
み
、
新
聞
紙

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・

　

7
2
2
1
）

●
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

一
太
郎
で
年
賀
状
作
成

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
一
太

郎
」
の
は
が
き
作
成
機
能
を
利
用

し
て
、
年
賀
状
を
作
成
す
る
講
座

を
開
き
ま
す
。

期
間
1
2
月
1
日
⑤
～
3
日
④
午

　

後
7
時
～
9
時
（
計
3
回
）

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
1
5
人

受
講
料
3
5
0
0
円

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

（
容
6
5
・
6
8
4
0
）

11月9日は

　　　　

『119番の日』です

緬言し
★火災・救急の区別をハッキリと

　

Lゴド事です」。「救急です」。

X

賓場所を正しく

　

住所、近くの目標物を詳しく伝えて

　

ください。

★状況を正確に

　

何か燃えているのか？

　

病人・けが人の状態は？

★あなたの名前を

　

氏名・電話番号を伝えてください。

大野地区消防本部a66●009

　　

テレホンサービス酋65・8899

交通
安全

剱
r

夜
の
交
通
安
全
は

見
え
る
こ
と
、
見
せ
る
こ
と

　

十
一
月
に
な
る
と
、
日
没
が

一
段
と
早
く
な
り
ま
す
。
車
を

運
転
す
る
と
き
は
、
早
め
に
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
よ
う

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
「
上

向
き
」
で
の
照
射
で
も
、
百
‐

前
方
の
障
害
物
を
確
認
で
き
る

程
度
で
、
「
下
向
き
」
で
は
四

十
m
前
方
の
障
害
物
を
確
認
で

き
る
の
が
限
界
で
す
。

　

歩
行
者
が
夜
間
の
交
通
事
故

を
避
け
る
に
は
、
車
や
バ
イ
ク

な
ど
の
運
転
者
か
ら
良
く
見
え

え
る
よ
う
に
、
自
分
自
身
を
目

立
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
道
路
照
明
な
ど
が
あ
る
明
る

　

い
場
所
を
通
行
し
ま
し
ょ
う

・
夜
間
は
、
車
の
速
度
や
距
離

　

が
分
か
り
に
く
い
の
で
、
道

　

路
の
横
断
は
、
十
分
確
か
め

　

て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う

・
黒
っ
ぽ
い
服
装
は
や
め
、
明

　

る
い
色
（
白
や
黄
）
の
服
装

　

に
し
ま
し
ょ
う

・
自
分
を
目
だ
た
せ
る
反
射
材

　

用
品
を
着
用
し
ま
し
ょ
う



…INFORMATION

・
来
年
度
の
県
民
手
帳
が

　
　
　
　

販
売
さ
れ
ま
す

　

「
平
成
H
年
版
福
井
県
民
手
帳
」

が
、
市
内
の
書
店
と
市
役
所
（
行

政
資
料
室
）
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

規
格
1
4
X
8
m

価
格
4
3
0
円

発
行
予
定
H
月
下
旬

内
容
日
記
編
＝
月
間
予
定
表
、

　

日
記
な
ど
？
資
料
編
＝
全
国
・

　

県
・
市
町
村
主
要
統
計
な
ど
▼

　

名
簿
編
＝
県
庁
・
市
町
村
・
中

　

央
官
公
庁
所
在
地
な
ど
？
生
活

　

便
覧
＝
県
内
観
光
地
、
文
化
施

設
、
住
所
録
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
総
務
課

　

情
報
管
理
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
3
8
）

・
国
民
年
金
保
険
料
の

　

免
除
手
続
き
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
2
0
歳
か

ら
6
0
歳
ま
で
の
4
0
年
間
、
納
め
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
失
業
や
事
業
不
振
な

ど
の
理
由
に
よ
り
収
入
が
大
幅
に

減
少
し
た
と
き
に
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
。
免
除
に
は
一
定
の

基
準
が
あ
り
ま
す
が
、
減
収
で
困

っ
て
い
る
人
は
、
一
度
保
険
料
免

除
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

該
当
と
な
っ
た
場
合
、
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
の
は
、
申
請
し
た

月
の
前
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
額
を
算
定
す
る

と
き
に
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
納

め
た
場
合
の
3
分
の
1
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
m
一
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

将
来
、
年
金
を
満
額
受
け
取
る

た
め
に
も
、
経
済
的
に
余
裕
が
で

き
た
ら
、
保
険
料
を
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
6
）

・
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

資
格
満
2
0
歳
（
平
成
H
年
4
月

　

1
日
現
在
）
～
満
3
9
歳
（
平
成

　

1
0
年
H
月
3
0
日
現
在
）
の
日
本

　

国
籍
を
持
つ
人

願
書
締
め
切
り
H
月
3
0
日
2

規
模
農
林
水
産
な
ど
7
部
門

　
　

（
約
1
4
0
種
）
約
8
0
0
人

説
明
会
H
月
6
日
2
午
後
6
時

　

3
0
分
～
（
県
民
会
館
）
？
H
月

　

2
4
日
収
午
後
6
時
3
0
分
～
（
県

　

国
際
交
流
会
館
）

問
い
合
わ
せ
先
国
際
協
力
事
業

　

団
北
陸
支
部
（
酋
0
7
6
・
2

3
3
・
5
9
3
1
）

・
回
収
し
ま
す

　

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

　

N
T
T
で
は
、
よ
り
良
い
環
境

を
守
る
た
め
、
古
い
電
話
帳
の
回

収
を
積
極
的
に
推
進
し
、
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

回
収
方
法
配
達
員
が
新
し
い
電

　

話
帳
を
届
け
た
と
き
に
、
古
い

　

電
話
帳
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、
問
い

　

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

　

さ
い

配
達
期
間
H
月
上
旬
～
中
旬

問
い
合
わ
せ
先
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

　

セ
ン
タ
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0

　

1
2
0
・
5
0
6
3
0
9
）

・
大
野
青
年
の
家

　
　
　

施
設
開
放
の
日

　

H
月
8
日
2
は
、
大
野
青
年
の

家
の
施
設
開
放
の
日
で
す
。
青
年

の
家
で
活
動
を
す
る
各
教
室
や
ク

ラ
ブ
に
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で

も
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

体
育
館
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス

第
一
研
修
室
午
前
＝
歌
謡
教
室

　

・
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
？
午
後

　

＝
革
細
工
教
室
（
無
料
。
ペ
ン

　

ス
タ
ン
ド
、
ま
た
は
、
め
が
ね

　

ケ
ー
ス
を
作
り
ま
す
）

第
二
研
修
室
手
芸
ク
ラ
ブ
、
革

　

細
工
教
室
、
生
花
教
室
の
作
品

　

展
示

和
室
午
前
＝
煎
茶
教
室

茶
室
午
後
＝
抹
茶
教
室

そ
の
他
革
細
工
教
室
は
材
料
の

　

準
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
参

　

加
希
望
の
人
は
、
H
月
5
日
ま

　

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
青
年
の
家
（
豊
6
5
・
7
1
0

　

3
）

・
奥
越
産
業
フ
ェ
ア

　
　

～
F
－
T
O
9
8
～

日
時
H
月
8
日
2
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

場
所
奥
越
地
域
地
場
産
業
振
興

　

セ
ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
（
勝
山

　

市
片
瀬
町
）

内
容
奥
越
メ
イ
ド
ー
フ
ァ
ッ
シ

　

ョ
ン
シ
ョ
ー
、
地
場
産
品
の
即

　

売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
奥
越
地
域
地
場

　

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
容
8
8
・

・
住
宅
需
要
実
態
調
査
に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

1
2
月
1
日
、
全
国
で
約
H
万
世

帯
を
対
象
に
「
平
成
1
0
年
住
宅
需

要
実
態
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
無

作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。
対
象
と
な

る
世
帯
に
は
、
H
月
下
旬
か
ら
1
2

月
上
旬
に
か
け
、
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

中部縦貫自動車道シンポジウム

「交流圏域の拡大を活かして」

～個性的で魅力的な地域づくりを～

　

21世紀に向けて、首都圏と北陸地域との広域交通ネッ

トワーク化を視野に入れ、人や物の交流と、地域文化や

観光資源などをいかした個性的で魅力的な地域づくりを

考えます。

日時11月21日①午後2時～5時

会場市文化会館

内容①講演「これからの地域づくりと地域連携」

　　　　　　　

講師大阪産業大学今野修平教授

　　　　

2パネルディスカヽヅション

問い合わせ先

　

市役所中部縦貫道対策課（容66・1111内線371）
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二
十
八
年
間
大
切
に
し
て
き
た
自
動
車

浅
山
耕
作
さ
ん
（
五
条
方
一

　

五
条
方
の
浅
山
耕
作
さ
ん
（
五
十
七
歳
）

の
宝
は
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
型

の
自
動
車
（
プ
リ
ン
ス
ー
グ
ロ
リ
ア
）
で
す
。

浅
山
さ
ん
が
二
十
九
歳
の
時
に
、
新
車
で
購

入
し
て
か
ら
ず
っ
と
大
切
に
し
て
き
た
こ
の

自
動
車
は
、
二
十
八
年
も
経
過
し
て
い
る
と

は
思
え
な
い
く
ら
い
〃
ピ
カ
ピ
カ
’
に
磨
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

「
グ
ロ
リ
ア
は
、
日
産
自
動
車
と
合
併
し

た
プ
リ
ン
ス
自
動
車
の
車
で
し
た
。
私
の
車

は
、
プ
リ
ン
ス
と
い
う
名
を
付
け
て
販
売
さ

れ
た
最
後
の
自
動
車
な
ん
で
す
。
昭
和
四
十

五
年
、
こ
の
車
の
全
体
的
な
形
が
気
に
入
り

購
入
し
ま
し
た
。
初
め
て
買
う
車
と
し
て
は

と
て
も
高
価
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
両
親
に

も
の
す
ご
く
怒
ら
れ
ま
し
た
ね
。
で
も
、
本

当
に
欲
し
か
っ
た
車
だ
っ
た
の
で
、
苦
労
し

な
が
ら
お
金
を
支
払
っ
て
、
大
切
に
乗
っ
て

き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
思
い
出
も
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
車
で
、
遠
乗
り
も

よ
く
し
ま
し
た
。
特
に
東
京
へ
は
、
何
回
も

行
き
ま
し
た
よ
」
と
、
若
い
こ
ろ
を
思
い
出

す
浅
山
さ
ん
。

　
　

「
こ
の
車
を
購
入
し
た
と
き
の
ナ
ン
バ
ー

は
、
福
井
の
福
の
ヘ
ン
が
ご
不
’
で
は
な
く
、

二
不
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
ナ
ン
バ
ー
で
ず

っ
と
乗
り
続
け
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る

事
情
で
今
は
廃
車
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
時
々
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
な
ど
し
て
調

子
を
見
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で

走
れ
ま
寸
よ
I
旧
。
膚
力
・
t
＾
’
H
≪
－
＼
J
－
W
に
詞
伊
肩

や
ワ
ッ
ク
ス
が
け
も
し
て
い
ま
す
。
近
い
う

ち
に
車
検
登
録
し
て
、
ま
た
走
ら
せ
る
つ
も

り
で
す
。
二
十
八
年
間
大
切
に
し
て
き
た
車

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
大
切
に
乗

り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
浅
山
さ
ん

は
、
本
当
に
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

10月1日現在 前月比

世帯数 11，643世帯 △12世帯

人口 40，993人 △13人

内訳
男 19，642人 △3人

女 21，351人 △10人

8月中の異動
転入 44人 出生 32人

転出 55人 死亡 34人

市内の交通事故状況 （年頭からの計）

件数内訳
平成10年

9月末

平成9年

9月末
比較

総件数 365件 400件 35件

人
身

事
故

件数 126件 107件 19件

死者 1人 2人 △1人

傷者 165人 150人 15人

物損事故 239件 293件 △54件

表
紙
の
こ
と
ば

　

十
月
十
四
日
に
、
小
山
地
区

の
老
人
ク
ラ
ブ
「
福
寿
会
」
の

農
園
で
イ
モ
掘
り
が
行
わ
れ
、

市
内
の
保
育
園
児
や
幼
稚
園
児

三
百
六
十
五
人
が
招
待
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
園
児
ら
は
、

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
サ
ツ

マ
イ
モ
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち

と
掘
り
出
し
、
大
き
な
歓
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

秋
の
遠
足
の
シ
ー
ズ
ン
、
市

内
で
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
体
操

服
や
制
服
を
見
か
け
ま
し
た
。

最
近
、
市
外
の
学
校
で
「
大
野

ま
ち
な
か
散
策
」
の
遠
足
が
人

気
の
様
子
。
子
ど
も
た
ち
が
当

市
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
、
良

い
印
象
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
こ
と
。
ま
た
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
横
）

厘t見1弓・

　

雨
の
中
、
小
学
二
年

生
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が

四
人
、
前
方
を
歩
い
て

い
た
。
突
然
、
一
人
が

傘
を
す
ぼ
め
て
、
前
の

男
の
子
の
傘
を
思
い
き

り
た
た
い
た
。
不
意
を
く
ら
っ
て
傘
は
地
面
に

ふ
わ
り
と
落
ち
た
。
と
こ
ろ
が
、
落
と
さ
れ
た

子
が
自
分
の
傘
を
踏
ん
づ
け
始
め
た
の
だ
。
「
く

そ
っ
こ
ん
な
も
ん
」
と
言
い
な
が
ら
…
▼
思
わ

ず
駆
け
寄
っ
て
傘
を
取
り
上
げ
た
が
、
骨
が
ひ

ん
曲
が
っ
て
直
し
よ
う
も
な
い
。
「
困
っ
た
ね
」

と
言
う
私
を
尻
目
に
「
こ
ん
な
も
ん
い
ら
ん
」

と
ひ
と
言
言
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
一
目
散

に
走
り
去
っ
た
▼
人
気
漫
画
「
ド
ラ
え
も
ん
」

の
登
場
人
物
で
、
い
つ
も
上
の
空
で
困
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
、
す
ぐ
ド
ラ
え
も
ん
に
頼
ろ
う
と

す
る
「
の
び
太
」
や
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
と
、
す
ぐ
友
達
に
暴
力
を
振
る
う
「
シ
ャ

イ
ア
ン
」
の
よ
う
に
、
感
情
の
激
し
い
子
や
遊

び
の
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
子
た
ち
を
称
し
て
心

療
内
科
の
医
師
が
「
の
び
太
・
シ
ャ
イ
ア
ン
症

候
群
」
と
命
名
し
、
心
の
病
気
と
し
て
注
目
し

て
い
る
▼
い
つ
の
世
代
に
も
の
び
太
や
シ
ャ
イ

ア
ン
は
い
た
が
、
度
を
過
ぎ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
し
、
子
ど
も
の
遊
び
の
世
界
に
は
、
頼
れ
る

ガ
キ
大
将
が
い
て
、
子
ど
も
同
士
の
ル
ー
ル
が

あ
り
、
け
ん
か
も
勉
強
も
ほ
ど
ほ
ど
だ
っ
た
▼

時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
心
は
美
し
い

は
ず
。
「
子
ど
も
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
て
い
ま

す
か
。
見
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
で

大
切
な
の
は
近
隣
社
会
の
助
け
合
い
で
す
」
と

の
警
察
協
助
員
の
方
た
ち
の
呼
び
か
け
に
答
え

て
協
助
の
輪
を
広
げ
よ
う
。
他
人
の
子
も
我
が

子
と
み
て
…
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
・
‐
・
‐
1
1
）
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